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インターバルの整理

60分 内容 やること
5分 説明 インターバル報告書①(テキストｐ248)

20分 整理
(個人ワーク)

講義や実践報告・検討から得られ
た支援の気づきや助言についてイ
ンターバル報告書①に整理する

35分 発表
まとめ

インターバルで取り組む内容やセ
ルフチェックでの気づきをグルー
プで共有する
• 1人3分程度で発表
• FTは2分程度で助言
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インターバルの整理
個人ワーク

・助言等をもとに優先順
位をつけて、1か月程度
でできるものを記入。

・取り組むことを具体的
に記入。

・助言を参考にして整理

20分

参考:障害者相談支援従事者
研修テキスト(現任研)
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記録は
スプレッドシート

記録はスプレッドシート内のご自身の枠に
お願いしてください。
記入がおわりましたら、共有します。
その後でFTより助言をお願いいたします。
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インターバルの整理
グループワーク

1人
5分

1人3分程度で発表

ファシリテーターか
らの助言を記入

参考:障害者相談支援従事者
研修テキスト(現任研)
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インターバルで取組む
課題実習の目的

⚫ 相談支援専門員は、経験を積み重ねても自己

の振り返りが必要な業務です。

⚫ 研修時に自己の振り返りと他者からの助言・

指導を受ける機会をもつ。

⚫ 研修の合間に実地での課題実習として、基幹

相談支援センター等に出向いての研修を組み

入れることで、研修後も継続して助言等が受

けられる場面を作る。

参考:障害者相談支援従事者
研修テキスト(現任研)
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インターバル期間に
取り組む内容

① 演習で整理された支援について具体的にど

のように行うかの検討、支援を実際に行っ

てみたことの共有および助言を得る。

② 自立支援協議会の部会などに参加し、社会

資源など現在の地域の状況を把握する。基

幹相談支援センター等で自立支援協議会の

実情について学ぶ。

参考:障害者相談支援従事者
研修テキスト(現任研)
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基幹相談支援センター
と協働していく意義

引用:令和6年度国研資料
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継続的な学習(実地研修)

⚫ インターバルにおいて、基幹相談支援の相談

支援専門員と共に実践をふりかえる。

⚫ 実地研修(OJT)を活用し、研修後も継続して

助言等を受けることが出来る機会をつくる。

⚫ 自らの実践をふりかえることで、実際の支援

においても柔軟に対応できる。

参考:障害者相談支援従事者
研修テキスト(現任研)


